
 

 

 

 

 

 

令和３年度根形公民館サークル等発表会 

地域の皆様 多くの来観有難うございました！ 
「令和３年度根形公民館まつり」は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止としま

したが、根形公民館登録サークルや地域の子どもたち等の日頃の活動成果を発表する機会とし
て、「根形公民館サークル等発表会」を開催しました。 

期日は、令和３年１１月６日（１０時～１６時）と７日（１０時～１５時）の２日間です。新
型コロナウイルス感染拡大防止のため３密を避け、マスクの着用や検温の実施、手指消毒、氏名
連絡先記入等の対策を行い、実施しました。来観者・発表者・スタッフを合わせた２日間の合計
人数は１，０５１名と、多くの方に来観いただきました。ありがとうございました。 

なお、このサークル等発表会の参加者は、以下のとおりです。               
展示部門は２６団体。陶芸１０（彩の会・亜々土・土喜・土楽・形・陶楽・椿・釉・窯・陶芸教
室）、絵画８（悠・快心・遊心・イーゼル・パレット・成人絵画教室・花まる絵画教室・子ども
絵画教室）、その他８（根形保育所・小学校・中学校、写真、凧、活動紹介２、絵手紙）です。
発表部門は７団体。タンポポ・上総シニアアンサンブル・ＤＳＣシルエット・NESUPOフラダ
ンスレアレア・袖ケ浦市ジュニアオーケストラ・和太鼓鼓楽・楳若小勧です。体験部門は６団
体。カントリーダンス・インドアローンボウルズ・油絵・石膏手形・モルック・テニスです。そ
の他４団体。消防車両展示・野菜の販売・ドーム菊販売・本のリサイクル市です。全部で４３団
体に参加していただきました。 

皆さん、とても素晴らしい作品を出品・発表していただき、誠にありがとうございました。 
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展示会場 絵画等の作品 

 

 
 

凧と陶芸作品の展示 油絵体験会 フラダンス 

和太鼓 日本舞踊 オーケストラ 



 

 

 

令和３年度  

ねこまろハロウィンパーティーを開催しました！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 前回（ねがたびと第４２号）の続きです。社会教育推進員は、他市にはない袖ケ浦市独自の 

ボランティアさんで、公民館、市民会館及び図書館に所属し、講座の運営など職員顔負けの活躍

をしています。今回は４人の方を紹介します。①は氏名 ②は担当講座です。 

 

 

 

 

 

     

                   

 

 

早いもので『ねこまろ』は、8年目を迎えました。残念ながら夏休み中の『ねこまろ』は緊急
事態宣言の発令により中止しましたが、9月30日を持って緊急事態宣言が解除されたので、10
月３１日（日）、ねこまろ特別版として『ねこまろハロウィンパーティー』を開催しました。 

また今回は、根っ子の会（青少年袖ケ浦市根形地区住民会議）との共催事業とし、ボンランテ
ィア（インターンシップ、ユースボランティア、中学生ボランティア）など多くの大人・学生の
協力・支援をいただき、より安全確保に努め子どもたちの体験活動を実施しました。 

当日は、残念ながら小雨が降っていたので袖ケ浦公園を利用したウォークラリーは中止し、根
形公民館内でワークショップと謎解きラリーを行いました。参加児童数は30名（３年生１５名、
４年生７名、６年生８名）でした。 

ワークショップでは、ハロウィンの衣装（ビニール袋にアクセサリーを糊付けしたりカラーマ
ジックでデザインを書いたりしたもの）を作って写真撮影や砂絵（下絵にカラフルな砂を糊付け
し絵を完成させる）を作成しました。また、謎解きラリーでは、班ごとに公民館内に設置された
４つの謎解きにチャレンジしながら、順位を競いました。 

子どもたちにとって、貴重な交流や体験になったことと思います。 

楽しいひと時を過ごしました 

   

 
  

①大福 陽子さん 

②花まる絵画教室 

地域人材育成講座 

小・中学校家庭教育学級 

①横川 由美子さん 

②花まる絵画教室 

 子ども絵画教室 

①伊藤 良子さん 

②花まる絵画教室 

地域再発見講座 

根形ニコニコ教室 等 

①北嶋 正治さん 

②地域再発見講座 

根形ニコニコ教室 

 

 



 

サークル作品展 只今準備中 
昨年度『根形公民館サークル作品展』

は、新型コロナウイルス感染拡大により
中止となりましたが、今年度こそは新型
コロナウイルスの感染防止に努めて開催
するべく、現在準備を進めています。 
日頃公民館で活動する絵画・書道・陶

芸等、各サークルでの一年間の創作活動
の集大成として、作品が展示されます。
是非お出かけの予定に入れておいて下さ

い。 

 

3/12～3/20 

（土） （日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

 

   N.O.C と根っ子の会、根形公民館の共催 
による『ねこまろウインター編』を12月 
19日（日）午後に開催します。 
 袖ヶ浦高校から書道部・新体操部・吹奏楽 

 部をお招きし、書初め教室や新体操体験、 
マーチングバンド観賞を行います。 
 小学校3年生から中学校3年生を対象に 
小中学生・Ｎ.Ｏ.Ｃにとって令和３年最後の 
思い出作りになればと考えています。 

乞うご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

根形中学校で防災学習会を実施しました！

令和元年台風１５号によって、根形地区は長時間停電状態となり、根形小・中学校や根形
公民館等に電源車が来るなど、袖ケ浦市のなかでも大変厳しい経験をしました。また今後、
千葉県では巨大地震に襲われる確率も高く、「防災学習」は必要です。 

今回根形公民館がコーディネーターとなり、将来地域を担うこととなる根形中学校全生
徒を対象に、自分自身及び根形地域の災害リスクなどを学ぶ「防災学習会」を実施しました。  

防災学習会のテーマを『自分の、地域の、災害リスクを知ろう！ ～生き抜くための防災
学習（洪水・土砂災害を中心に）～』とし、事前学習と動画視聴、模擬避難所開設体験を授
業３時間を活用し実施しました。 

まずは、総合的な学習の時間の授業１時間を用い、講師（減災と男女共同参画研修推進セ
ンター共同代表 浅野幸子氏）の用意したワークシートやハザードマップを活用し、災害の
種類や特徴、地域リスク等を事前学習しました。その後、９月３０日（木）に授業１時間を
用い、事前に講師が収録した防災に係る動画を活用し、「生き抜くための防災、避難所にお
ける人権、災害時に自分たちが取り組まなければならないこと」等を学習しました。動画視
聴後、授業１時間を用い、根形中学校体育館に準備した模擬避難所を全生徒が学年順に見学
や市防災対策課職員からの説明を聞きました。 

生徒たちにとって、この「防災学習会」が将来の実生活に何らかの形でいきてくることを
期待します。 

 

 

 

ねこまろｉｎウインター編 

12月１９日に開催します 

予告！ 

  

事前学習をしました。 当日は教室で動画を視聴しました。 ☝体育館で災害用トイレを見学 



山野
さ ん や

貝塚のあれこれⅢ 

大宮台貝塚標柱 

 
 

 

これまで２回連載してきました「山野貝塚のあれこれ」では、山野貝塚が国の史跡として指 

定された理由や特徴、特性についてご紹介してきましたが、今回は本市に所在する他の貝塚、 

しかも根形地区に所在する貝塚を取り上げてみます。 

この貝塚は、根形公民館の北西約 200ｍの畑にあります。そんなところに

貝塚があるなんて、ほとんどの人が知らないと思いますが、実は、宮
みや

ノ
の

越
づか

貝

塚の標柱が郷土博物館の駐車場から博物館への道の傍らに立っていますの

で、博物館へお立ち寄りの際は意識して見てください。 

  さて、この宮ノ越貝塚は、今から約 5,000 年～3,000 年前の縄文時代中期中葉～晩期中葉に

形成された遺跡と考えられています。昭和 60年のほ場整備の際には、発掘調査は行われていま

せんが、貝層の広がり状況が確認され、山野貝塚と同じ形態の南北約 75ｍ×東西約 65ｍの北側

が開く大型の馬蹄形貝塚であることがわかりました。下の写真はその際に撮影したもので、中

心の人物の下の白く映っているところが貝層になります。 

山野貝塚は、今から約 4,300～3,000 年前の遺跡なので、一部平行してムラが営まれていた

時代があります。しかも直線距離で約１㎞程度

しか離れていませんので、隣りムラと言っても

良いでしょう。しかしながら、ムラの始まりは

宮ノ越貝塚の方が早いですが、貝塚の規模は山

野貝塚の方が大きいため、周辺のムラの中では

後からできた山野貝塚が中心的なムラであった

可能性があります。 

宮ノ越貝塚では、平成 29年度から学術的な発    

掘調査を行っていますので、山野貝塚との比較

検討により、この地域の縄文時代の新たな発見

があるかもしれません。 

 もう一つの根形地区にある貝塚もご紹介します。それは三ツ作貝塚で

す。早稲田大学には昭和 20年代に三ツ作貝塚から出土したと言われてい 

条
じょう

痕
こん

文
もん

土器が保管されています。その土器は約 8,000 年前の、いわゆる

縄文
じょうもん

海
かい

進
しん

が進んでいる時代のもので、袖ケ浦市内では比較的遺跡が多い

時代ですが、貝塚を伴う遺跡は限られているのでとても貴重な遺跡であるとともに、市内最古級

の貝塚に位置づけられます。しかしながら、その三ツ作貝

塚があったと言われているところには、貝塚らしき遺跡が

確認されておらず、現在ではその場所が不明になっていま

す。ただ、この周辺には現在でも貝層が確認されている

大宮台
おおみやだい

貝塚と呼ばれる遺跡があります。場所は根形公民館

の東側に鎮座する妙見神社裏手の斜面部です。私は大宮台

貝塚が本当の三ツ作貝塚であると考えていますが、詳しい

ことはわかっていません。大宮台貝塚にも標柱が立ってい

ますので、宮ノ越貝塚の標柱と合わせてぜひご覧ください。 

袖ヶ浦地区のここがすばらしい！！ 

郷土博物館 西原崇浩 

宮ノ越貝塚（奥に写る三角屋根は郷土博物館） 

もう一つの
大型貝塚 

宮ノ越貝塚 

市内最古級の
三ツ作貝塚 


